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令和６年度長野県町村議会議長会 

町村議会広報研修会 議会だよりクリニック（１６１号） 報告 

議会だより編集特別委員会 

 

令和 7年 1月２２日（水） 松本市キッセイ文化ホールで行われた 「議会だよりクリニック」で、 

「議会だより たかもり １６１号」について、講師の金井茂樹氏から評価をいただきました。 

（添付資料１６１号参照）  

 

 

♢ クリニックの結果 ♢   

1. 概ね○良の評価をいただくことができました。 以下、評価○良についての解説。 
 

      ① 紙面の内容がリード文で説明されている。 

② 事業内容がわかりやすく説明されている。 

      ③ レイアウト・構成がわかりやすい。（分科会質疑・議案ピックアップ） 

      ④ 請願・陳情の丁寧な説明。慎重な審議が行われたことが読み手に伝わる。 

（討論・賛否） 

      ⑤ わかりやすいリード文・タイトル見出し。質問に至った背景等の記載。（一般質問）  

      ⑥ 「追跡」は、議会の成果としてもっと強調し掲載したい。 

      ⑦ 町民の写真と声を掲載している。 

 

 

２．要検討の項目について評価項目に採番し、講師の提案をふまえ委員会で検討を 

  行いました。 以下、委員会回答まとめ。 

P 
番

号 
項目 編集委員会 回答 

１ ① 表紙 
対象物を垂直に撮影するよう、撮影時留意。 

（１６１号では防球ネットポール） 

２ ② 決算 

リード文中へ、表やグラフの見方について、 

やさしいことばで、わかりやすく記載。 

歳入・特別会計・企業会計など、一部の表は広報「あったかもり」に 

誘導し、数値情報の軽量化をはかる。 

３ ③ グラフ 
メモリのあるグラフ・ないグラフを作成し見比べた上で、 

見やすいグラフや、表・配置などについて各号ごとに検討。 
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４ ④ 分科会 
「第 1分科会」・「第 2分科会」 アラビア数字で統一。 

（×第一分科会） 

４ ⑤ 分科会 

分科会質疑内への事業概要説明の記載は、 

全体のページ数・紙面掲載量などを踏まえ、各号ごとに検討。 

（紙面の情報量は軽量化を優先） 

４ ⑥ 背網 
背網（ドロップシャドウ）のコントラストは１０～３０％内に設定し、 

視覚的な軽量化をはかる。（黒強＝圧迫感・疲労感） 

７ ⑦ タイトル 
タイトル・枠・ライン・分断線などを上手に用いて、 

「まとまり」がわかるレイアウトの工夫を各号ごとに検討。 

11∼ ⑧ 
一般 

質問 

講師からの提案 

⑴文頭を揃える 

⑵質問・担当課の定型がわかりにくい 

（委員会回答 ▷ Q ～ A ［担当課］  にしてみては-検討中-） 

⑶近年半ページ（二次元コードの活用）が主流 

（・質疑を部分的に掲載 ・質問に至った背景や経緯のみ記載） 

20.

21 
⑨ 構成 

条例の制定等を記載する際は、その目的や趣旨等の説明文を 

記載。 説明文はやさしいことば・わかりやすさに留意。 

講師・議員等のことばのなかから、見出し・リード文に活用する 

視点を持つ。 

２２ ⑩ ライン 
ラインや背網を活用する際は、分断線にならないよう、ページ 

全体のまとまりを意識。 

 

 






















































